
■北海道における課題

北海道では、平成28年台風や平成30年
胆振東部地震をはじめ、近年、自然災害
が頻発・激甚化している。
また、気候変動等により降雨増加率

が高いと予測されているほか、今後30年
以内に震度６弱以上の地震が発生する
確率も上昇しているなど、災害リスクが
高まっている。

②今後の取組の必要性

●道路（落石・岩盤崩壊）の例

防災点検箇所 約3,800箇所

うちランクⅠ（要対策）
約530箇所

うち早急に対策が
必要な箇所 240箇所

240箇所完了を達成するためには

約220億円必要(R2～R9)
（R2当初予算規模の1.7倍）

●河川（改修）の例

要対策区間 約7,800km

河川整備計画における
優先整備区間 約1,000km

近年被害や市街地など
水害リスクの高い区間

130km

３か年緊急対策(うちＲ２)
整備区間 15km

130km整備完了を達成するためには

約2,000億円必要(R2～R6)
（R2当初予算規模の1.2倍）

Ｒ元まで完了
40箇所
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中長期的観点に立った防災・減災、国土強靱化の推進

※全国地震動予測地図2018より

M8.8以上の巨大地震
発生確率7～40％■強靱化の取組を加速する必要性

①３か年緊急対策の取り組み
河道掘削や道路法面のほか、避難に資する簡易型河川監視カメラを設置するなど特に緊急

に実施すべきハード・ソフト対策を推進。

▼今世紀末時点での降雨量の変化倍率（２℃上昇※ケース）

〈暫定値〉

・過去の災害被害総額推移

▼災害による被害額は過去５年間で約4,000億円 ▼今後30年間に震度６弱以上の揺れに見舞われる確率



道州制特区推進法における計画期間の延長

北檜山大成線

（Ｈ24完成）

（整備状況）

美唄富良野線 名寄遠別線

（整備状況）

平成
２２年度

平成
２３年度

平成
２４年度

平成
２５年度

平成
２６年度

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

美唄富良野線
美唄市、
芦別市

道路改築L=15.5km

名寄遠別線 遠別町 道路改築L=7.8km

北檜山大成線 せたな町 道路改築L=5.6km

北進平取線 厚真町 道路改築L=1.6km

富良野上川線
美瑛町、
東川町

道路改築L=15.6km

路線名 市町村名 事業内容
施行期間(年度）

○「道州制特別区域における広域行政の推進に関する法律」（道州政特区推進法）に基づ
き、政府が策定する広域行政の推進に関する基本的な方針であり、この中に「特定道路
事業交付金」が規定。

○現在の計画期間は、令和２年度（令和３年３月３１日）までとなっている。

■道州制特別区域基本方針

○政府の基本方針に基づき、特定広域団体である北海道が策定する計画。

○この計画の中で、名寄遠別線などの事業が位置づけられている。

■道州制特別区域計画

■経 緯

- ８ -

○昭和２８年から北海道開発のため特に必要と認める道路を開発道路として国土交通大臣
が指定し、本来の道路管理者である道や市町村に代わって国が整備を実施してきた。

○道州制特区推進法により、事業中であった開発道路の５路線が平成２２年度から道に移譲
され、特定道路事業交付金により事業を実施。

○平成２６年度までに３路線が完成し、現在２路線（美唄富良野線、名寄遠別線）を整備中。

○特定道路事業交付金の補助率は8／10（一般的な道路事業は5／10～6／10）

北進平取線

（Ｈ26完成）

富良野上川線

（Ｈ23完成）

位置図



【近年の洪水被害状況】

自然災害に対する北海道自らの脆弱性を克服

●自然災害に備えた安全性の高い災害防止施設の整備

・総合的な治水・利水対策の推進
【石狩川（札幌市など）、十勝川（帯広市など）、天塩川（天塩町など）、
沙流川総合開発事業（平取町）、幾春別川総合開発事業（三笠市）、
雨竜川ダム再生事業（幌加内町）、佐幌ダム再生事業（新得町）、利根別川（岩見沢市）、
堀株川（共和町）、チマイベツ川（伊達市など）、真沼津川（新ひだか町）、
ペーパン川（旭川市）、イブンベウシ川（鷹栖町）、古丹別川（苫前町）、無加川（北見市）、

利別川（足寄町など）、釧路川（釧路町など）、標津川（中標津町）など】

・海岸の高潮・侵食・津波対策施設などの整備
【度杭崎海岸（森町）、海岸町海岸（羅臼町）、大津海岸（豊頃町）、大舟海岸（函館市）、

虎杖浜海岸（白老町）、標津海岸（標津町）、胆振海岸（白老町）、霧多布海岸（浜中町）、

野付崎海岸（標津町・別海町）など】

・病院、老人ホーム、幼稚園などの要配慮者利用施設を守る土砂災害対策の推進
【札幌南10条西23丁目地区（札幌市）、太田の沢川（蘭越町）、真栄川（札幌市）、

旭1号の沢川（芦別市）、豊里第三地区（赤平市）など】

・市街地を流れる河川の浸水対策の推進
【望月寒川（札幌市）、湯の川（函館市）、クサンル川（稚内市）、伏古別川（帯広市）など】

・粘り強い構造の堤防の整備推進～堤防天端舗装
【比布川（比布町）、厚沢部川（厚沢部町）など】

・火山砂防施設や土砂災害対策施設の整備
【樽前山（苫小牧市）、十勝岳（美瑛町、上富良野町）、日高幌内川（厚真町）、
北海道駒ヶ岳（森町）、ペケレベツ川（清水町）、飛生川（白老町）、気門別川（伊達市）など】

・火山噴火緊急減災対策砂防の推進
【有珠山（洞爺湖町など）、北海道駒ヶ岳（森町など）など】

ど ぐ い ざ き

佐幌川

▼一級河川佐幌川（新得町）（2016.8）

既設ダム再開発による
洪水調節機能の増強

堆砂容量

既
設
ダ
ム

【再開発イメージ】

佐幌川

ＪＲ橋の流出

▼佐幌ダム（現況）

家屋浸水

水田浸水
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強靱な北海道づくりとバックアップ機能の発揮

重 点 要 望 事 項

▲大岬海岸（稚内市）の越波状況

主な要望箇所

▼一級河川ペーパン川（旭川市）（2018.7）

【近年の土砂災害状況】
▼ペケレベツ川（清水町）（2016.8）

【海岸保全施設の整備推進】

河道内の土砂・流木堆積状況

▼気門別川（伊達市）（2017.9）

土石流による土砂堆積状況



強靱な北海道づくりとバックアップ機能の発揮

【危険箇所の防災対策】

●自然災害などによる被害を軽減する危機管理体制の充実と地域防災力の向上
・大規模氾濫減災協議会の推進 【道内全域】

・洪水時の水位監視の充実 【道内全域】

・活発化する火山活動に備えた対策の推進 【十勝岳など】

●災害に備えた安全な道路交通環境の整備
・避難路や緊急輸送道路、危険箇所の防災対策などの整備
【国道227号渡島中山防災（北斗市・厚沢部町）、国道239号霧立防災（苫前町）、
国道236号野塚防災（広尾町）、国道274号清瀬防災（日高町）、国道335号標津防災（標津町）、
奥尻島線（奥尻町）、泊共和線（泊村・共和町）、滝之町伊達線（伊達市・壮瞥町）、
網走公園線（網走市）、大岸礼文停車場線（豊浦町）、上向別浦河停車場線（浦河町）、

吹上通（上富良野町）など】

●災害に強いまちづくり

・耐震診断や耐震改修に係る財政支援の拡充など、住宅や建築物の耐震化の促進
【岩見沢市庁舎（岩見沢市）など】

・災害時の避難、防災活動に寄与する公園等の整備 【東光スポーツ公園（旭川市）など】

・浸水被害から都市機能を守るための下水道の整備 【旭川市、帯広市、苫小牧市など】

・都市災害を防止するための無電柱化の推進 【稚内天塩線（稚内市）など】

●地域の安心・安全を担う建設産業の担い手確保と育成

・災害時における緊急対応など地域の安全・安心を担う建設産業が持続的に発展するため、
安定的な建設投資を確保や若年層の担い手確保・育成が必要であることから、技術・技能の
継承のための国による関係支援事業を継続するとともに、中長期的な視点に立った施策の推
進や予算の確保を図ること

▼大岸礼文停車場線（豊浦町）

【大規模氾濫減災協議会の推進】

▼協議会の様子
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主な要望箇所

【道内建設業における就業者数の推移】

35 35 
33 34 33 
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（万人） 就業者数のピーク
1995～1997年 約35万人

2019年 約23万人
≪ピーク時の66％≫

就業者数

【都市災害を防止するための無電柱化】

▼稚内天塩線（稚内市）

▼免震装置の設置

【住宅や建築物の耐震化の促進】

落石崩壊発生状況

第１次緊急輸送道路に指定



強靱な北海道づくりとバックアップ機能の発揮

社会資本の戦略的な維持管理・更新、耐震化

●社会資本の老朽化対策、長寿命化の取組や既存ストックの有効活用

・公共施設の老朽化、長寿命化の取組や既存社会資本の有効活用
【平成大橋（旭川市）、妹背牛橋（妹背牛町）、新川（札幌市）、剣淵川（士別市など）、
有明ダム（初山別村）、野幌総合運動公園（江別市）、石狩川流域下水道（滝川市ほか）、
下水道施設（函館市、小樽市ほか）、日吉町A団地（函館市）、若葉団地（士幌町）、

標津海岸（標津町）、山越海岸（八雲町）など】

●社会資本や住宅・建築物等の耐震化

・道路施設や住宅・建築物などの耐震化の推進
【当丸橋（余市町）、朝里大橋（小樽市）、祥栄橋（芽室町）、

十勝川流域下水道（帯広市ほか）、下水道施設（苫小牧市）など】
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落橋・倒壊を防止する対策
（耐震性能３）

速やかな機能回復が可能な性能を目指す対策

（耐震性能２）

耐
震
補
強

橋梁の耐震化
道道小樽定山渓線 朝里大橋（小樽市）

【構造物の劣化状況】

橋脚損傷

主な要望箇所

※北海道インフラ長寿命化計画（行動計画）（H31.3改定）より

●トータルコスト縮減額

年間不足額
1.5兆円÷40年
＝375億円/年

※単純平均

●道道における橋梁点検結果
（2014～2018）

補修が必要な橋梁
2,347橋

（北海道調べ）

※道が管理する施設の維持管理・更新等に係る経費の見込み額（今後40年間の推計）

【点検実施状況】

【橋梁の耐震化】

公営住宅

床版損傷

樋 門 海岸施設

下水管渠 公園遊戯施設

橋梁の老朽化対策
道道増毛稲田線 妹背牛橋（妹背牛町）


